
                            
                                                                   

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

● ズワイガニ 入荷は地物が中心です。地物は 3月 20 日までの入荷。 

● ホタルイカ 小さいですが少しずつ入荷。ボイルものは、金沢港で水揚げされた

後、富山や福井でボイル加工され入荷しています。 

● タラ 釣り、網どちらも品質良。潤沢に入荷中。お買い得です。 

● スルメイカ、ヤリイカ 入荷少なめです。 

● メバル、ハチメ類 これから刺し網などで量が増えていくでしょう。 

● カレイ類 これから入荷が多くなります。今は赤カレイが中心です。 

● イイダコ まだ少なめ。飯（卵）の入り、大きさは今ひとつ。これからです。 

● ナマコ これまでの入荷は順調。 

● アカモクなど海藻類※ アカモクが順調に入荷 

香りや鮮やかな色が楽しめます。 

 

 

● 甘エビ（籠漁） 1 月上旬から６月ごろまで最高の鮮度でプリ

プリの食感が楽しめます。籠漁＝甘えビ専用の籠で捕獲する漁法

で、甘エビを水槽に活かしこみ、出荷時に海水と共に酸素パック

して市場等に輸送します。 
 

 

詳細は営業担当までお問い合わせ下さい。 

水産庁によると刺身用のマグロの供給量は 27 万９千トンと前年比３％減

となる見込み。３年連続で３０万トンを下回るそうです。赤身（キワダ）商

材は比較的在庫が多く弱含みで推移の予想です。一方、今年度の国内の養殖

クロマグロの全体出荷量は前年並みの 16,000 トン。中でも話題の完全養殖

マグロの出荷が大幅に伸びています。ある大手水産会社は完全養殖マグロの

出荷は５割増の 600 トン、他社でも前年比で 19 倍の 450 トンと確実にその

割合を増やしています。

 

漁業情報サービスセンターによると記録的不漁となったサンマ、スルメイ

カ、秋サケについてはいずれも資源そのものが減っているとみられていま

す。サンマとスルメイカについては何らかの環境要因で減少し、その後の回

復が遅れている理由としては乱獲が考えられるとのこと。また秋サケについ

ては稚魚の放流が継続されているものの、群れが高水温を嫌い生存率が下が

っている可能性があると分析しています。 環境要因と水産資源の増減関係

性にはまだまだ解明しなければいけない点が多いようです。 

 

 

 

🐭本年も宜しくお願い致します。 

 

 


